
議員　失語症者の話せない、書けないなどの症
状による日常生活を送る中での不安を解消す
るため、言語聴覚士を配置した相談窓口の設
置や、意思疎通支援養成講座等の周知、市民
理解への取組を進めるべきでは。

相談支援方法を検討し、理解啓発を推進する
市　相談窓口については、医療機関等と連携し
言語聴覚士による出張相談日を設けるなど、
相談支援方法を検討する。また、意思疎通支
援者養成講座の広報活動の強化や、専門機関
と連携して理解啓発を推進するなど、失語症
者の社会参画を促進していく。（高見副市長）
　　　　　●城山公園陸上競技場のあり方につ
いて　他１件

木村 雅人 議員
日本共産党三田市議団

環　境 早急にプラスチックごみ
の分別収集を

議員　地球温暖化対策の観点からも、容器包装
リサイクル法やプラスチックに係る資源循環
の促進等に関する法律の下、プラスチックご
みの分別収集は必須である。プラスチックの
焼却は化石燃料を燃やすことと同じであり、
早急に分別収集に切り替え、燃やすごみから
資源化への転換が必要では。

分別収集の必要性を周知啓発し、 実現に向
け取り組む
市　プラスチックごみの分別収集には、専用の
ストックヤードや選別設備、圧縮・梱包施設
等が必要となるため、民間事業者の活用を検
討している。分別収集の必要性の周知啓発に
努めながら、できるだけ早く実現できるよう
に取り組む。（本まちの再生部参事）
　　　　　●市職員の半数近くを占める会計年
度任用職員について　他１件

議員　愛知県長久手市のジブリパークは、森を
生かしたテーマパークで家族に人気がある。
三田市もキッザニアのような子どもの職業体
験や科学館、子どもイングリッシュ広場等、
他市にない独自の魅力ある施設を作り、子育
て世帯を惹きつけてはどうか。

公民連携の取組で子育て世帯を惹きつける
市　野外活動センターの新たな活用が一押しの
施設になると期待している。また、サンタ×
三田プロジェクトでも子どもがわくわくする
ようなストーリー性のあるオリジナルなイベ
ントを開催するなど、公民連携のもと取り組
み、子育て世帯を惹きつけたい。

　（井上総合政策部長）
　　　　　●長期の財政見通について　他１件

水元 サユミ 議員
日本共産党三田市議団

市民病院 住民投票を求める中、 
再編統合すべきでない

議員　市長と議会の二元代表制で進めてきたと
いうが、再編統合ありきで民意が反映されて
いないとして、市民は住民投票を求めている。
多くの市民が、市民病院は今の場所に残して
充実させてほしいと求めている中、再編統合
はすべきでないと考えるがどうか。

命を守る取組を進めていきたい
市　直接請求の持つ意義を真摯に受け止めてい
る。本件については、6月定例会に付議し審
査していただきたいと考えるが、市民の命を
守る新統合病院の整備に向けた取組を強い信
念に基づき進めていきたい。（森市長）

他の質問

他の質問

他の質問

議員　少子高齢化が進むと支えが必要な方が増
えるため、支える側を増やす対策を講じなけ
ればならない。市の合計特殊出生率は1.12
と全国平均より低く、第２子、第３子を安心
して産み育てたいと思える経済的支援対策が
必要と考えるが、どう進めていくのか。

国・県と連携し危機感を持って取り組んでいく
市　若い世代の転出抑制と転入促進、出産や子
育てのしやすい環境づくりは、持続的な活力
のあるまちづくりにとって極めて大切であり、
他自治体の取組と成果の検証等も踏まえ、国・
県と連携し、危機感を持って取り組んでいく。

（森市長）
　　　　　●災害対策について
●心理教育について

議員　難聴や聴いた言葉を認識理解する力であ
る聴脳力が弱い人は、認知症検査において、
より重度の認知症に誤診される可能性があり、
放置すると認知症リスクが高まると聞くが、
市の考えは。

デジタル機器の活用等、 対応を研究する
市　難聴等が認知機能検査に影響を与える可能
性や、コミュニケーション不足によるフレイ
ル・認知症・うつ等のリスク増加を認識して
いる。連携病院や医療・介護専門職と知見や
情報を共有し、デジタル機器の活用、チェッ
クアプリの使用等、先進市の事例も参考に対
応を研究する。（岸本共生社会部長）
　　　　　●「(仮称)まちづくり研究所さんだ」
の設立について　他１件

他の質問 他の質問

大西 雅子 議員
公明党

子育て
支援

子育て支援の充実をどう
進めていくのか

美藤 和広 議員
市民の会

福　祉 認知症と会話力・聴脳力
の影響と支援は

※本会議の録画映像を公開しています。

佐貫 尚子 議員
新政みらい

福　祉 失語症者の支援と理解を
深める取組を

厚地 弘行 議員
新政みらい

まちづくり 家族が楽しめるテーマパ
ークを作っては
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　まちづくりや暮らしに関する制度、市が行う事業の執行状況や将来の
方針について、議員が質問を通して市の見解を求め、主張・提言・指摘
を行います。
　6月定例会では、14人の議員が一般質問（個人質問）をしました。質問
時間は、答弁の時間を含めて1人40分です。

三田市議会会議録

三田市議会ユーチューブチャンネル


